
様式１

1
作成基準日 電話番号

3
資本金 60 ％）

うち市職員・退職者数

0 46.09 33,324

0   

R３年度 Ｒ４年度 R５年度

資産合計 経常収益 61,519 70,286 61,540

負債合計
うち市からの
補助金・委託料 22,000 17,000 16,000

純資産合計 経常費用 46,095 51,103 54,195

利益剰余金 経常利益（損失） 15,424 19,183 7,345

当期利益（損失） 11,639 13,502 2,743

当期利益
（減価償却前） 11,751 13,577 3,904

Ａ

Ｂ

Ｃ

① 運営補助金

② ①以外の補助金

③ 指定管理料

④ 事業委託料

⑤ 税の減免額

⑥ 短期貸付金残高

⑦ 長期貸付金残高

⑧ その他

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

令和6年6月1日 資源対策課

総数【正職員等】総数

役員

【役員】

4 2 3,402
11

給与・賞与総額
（千円）・R5年度うち市職員・退職者数

役員報酬総額
（千円）・R5年度

正職員

R元年度 Ｒ２年度

延岡市第三セクター等経営状況および点検評価結果報告書

8
第三セクター等経
営状況チェック表
による予備的診
断評価

A

経営努力を行いつつ事業は継続

事業内容の大幅な見直し等による抜本的な経営改善が必要

34-2626

読谷山　洋司

1350002012478

金額（千円）

千円）　　　　　　（出資割合：

市によって収集された資源物の中間処理は公共性が高く、収益性よりも安定的な処理を優先する必要があることから、市が経営に関与でき
る出資比率を確保した有限会社を設立し、業務を委託することとなった。

古紙、古布、びん缶等の一般廃棄物（資源物）中間処理（分別、選別、梱包、圧縮等）及び施設の管理運営、その他一般廃棄物（資源物）の売却に関する業務

深刻な経営難の状況にあり、経営の観点からは、事業の存廃を含めた検討が必要

36,141

56,735 54,841

作成担当課室

延岡市リサイクルプラザゲン丸館

長浜町３丁目１９５４番地３

10
施設利用者等の
推移

16,00022,000

Ｈ30年度

17,000

正職員以外の常勤職員

（2）人的支援　

特定求職者雇用開発助成金300

貸
借
対
照
表

7,092 8,455

49,643

備考（目的、内容、算出根拠等）
金額（千円）

46,386

１１
大規模修繕等の
計画

施設更新予定（令和10年度～令和12年度建替整備）

12
今後の取組み等
に関する特記事
項（所管課）

毎月、市場動向を把握しながら、資源物売買契約の随時見直しを行う。令和２年度から売却単価の高いアルミ缶の出荷回数を６回から７回
へと増やすことにより、事業収入増を図っている。令和５年度からは、出荷回数をさらに１回増やし、８回にするなど経営努力に取り組む。

7,277

施設名

320

7
財務状況

項目

損
益
計
算
書
・
正
味
財
産
増
減
計
算
書

R３年度 R４年度

9
第三セクターへの
関与の状況

（1）財政的関与

項目

R５年度

金額（千円）

43,418

項目

23,641 37,143 33,886

2
名称等

代表者

電話番号

法人番号

（0982）33-0530

10,000 6,000千円（市出資額：

平均年齢

4
設立目的

5
事業（業務）内容

名称

所在地

設立年月日 平成８年12月11日

6
役職員数および
給与の状況

0

＜人的支援の内容＞

R３年度 R４年度 R５年度


